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 原発30km圏内の
“買い物難民”を救え

 ――「負けないぞ!!南相馬 市
い ち

」
★
★

福島第一
原子力発電所

南相馬市

20㎞圏内

30㎞圏内

福島市

郡山市

白河市

全国から復興支援に駆けつけた、生協共立社（山形県）・東海
コープ事業連合・生協ひろしま・とくしま生協・こうち生協・コープ
おおいたの職員たちが、「市」の開催に協力してくれた。

コープふくしま

原
発
30
㎞
圏
内
の
“
買
い
物
難
民
”
に

青
物
を
食
べ
さ
せ
た
い

　
３
月
26
日
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
２

週
間
が
経
過
し
、
福
島
県
内
の
各
被
災
地
で

は
、
避
難
所
暮
ら
し
に
疲
れ
た
住
民
が
自
宅
に

戻
る
動
き
も
出
始
め
て
い
た
。
こ
の
段
階
で
生

協
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
か
。
被
災
者
支
援

方
針
を
定
め
る
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
訪
れ
た

南
相
馬
市
役
所
で
、
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
に
託
さ

れ
た
願
い
は
切
実
だ
っ
た
。

 

「
市
民
に
青
物
を
食
べ
さ
せ
た
い
。
市
内
で
生

活
物
資
の
即
売
会
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
」

　

南
相
馬
市
は
福
島
第
一
原
発
か
ら
30 

㎞
圏
内

の
自
主
避
難
区
域
。
店
舗
も
閉
鎖
さ
れ
、
日

常
の
買
い
物
を
す
る
に
も
隣
の
相
馬
市
ま
で
車

で
出
向
く
し
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
放
射

線
禍
で
物
流
が
途
絶
え
が
ち
な
同
地
域
で
は
、

ガ
ソ
リ
ン
が
す
で
に
底
を
つ
い
た
家
庭
も
多
く
、

４
千
〜
５
千
世
帯
が
〝
買
い
物
難
民
〞
化
し
て

い
る
と
い
う
の
が
、
市
の
訴
え
だ
っ
た
。

被
災
者
の
目
と
な
り
、

耳
と
な
り
、
口
と
な
れ

　

南
相
馬
市
の
要
望
は
、
翌
27
日
の
コ
ー
プ
ふ

く
し
ま
震
災
対
策
会
議
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

 

「
南
相
馬
市
が
見
込
む
買
い
物
客
は
数
千
人
。

必
要
と
さ
れ
る
大
量
の
物
資
を
調
達
し
、
運
び

込
む
こ
と
は
可
能
か
」

 

「
原
発
の
状
態
が
日
々
悪
化
す
る
な
か
、
30
㎞

東日本大震災
復興レポート

震災の発生直後から、
被災地生協では奮闘の日々が続いている。
地域の人びとに１日でも早くふだんのくらしを
取り戻してもらうため、
生協のお役立ちを少しでも広く確実に受け取ってもらうため、
仲間たちが弛

た ゆ

まずに挑む復興への取り組みを追った。

震災、津波に加え、
原発事故による放射線禍に苦しむ福島県。

“三重苦”の地で住民を守ろうとする生協の闘いには、
特有の苦悩と覚悟が伴う。
コープふくしまが行政から求められたのは､
原発30km圏内での生活物資の即売会。
開催までのドラマを追った。

いわき市

福島第二
原子力発電所
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他
生
協
や
日
本
生
協
連
の
役
職
員
総
勢
約
50

人
で
荷
降
ろ
し
、
売
場
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

各
自
が
仕
事
を
見
つ
け
て
自
発
的
に
動
き
、

臨
時
店
舗
は
無
事
完
成
。
レ
ジ
奥
の
壁
面
に
は

「
南
相
馬
は
負
け
な
い
!!
明
日
に
向
か
っ
て
進

も
う
!!
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
入
口
の
脇
に
は
全
国

か
ら
支
援
に
入
っ
て
い
る
他
生
協
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
激
励
の
寄
せ
書
き
も
張
ら
れ
た
。

　

開
店
は
午
前
11
時
。
待
ち
か
ね
て
行
列
が

で
き
、
ピ
ー
ク
時
に
は
入
場
ま
で
２
時
間
待
ち

と
な
っ
た
。
２
ℓ
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
６
本

５
０
０
円
、
山
盛
り
の
野
菜
が
１
０
０
円
な
ど

廉
価
で
豊
富
に
並
ぶ
商
品
に
、
売
場
で
は
驚

き
の
声
が
上
が
っ
た
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
山
ほ
ど

★
★

和日配の商品は、市中ではほとんど手に入らない納豆、コー
プふくしま自慢の豆腐など。

開店の１時間半前からでき始めた行列は、開店15分前に
は建物の外まで。

にぎわう売場。欲しかった野菜に、カップ麺に、次 と々手が伸びる。

レジ係の組合員理事・渡
わた

邊
なべ

洋
よ う こ

子さんが見つけて抱きついたお
客さんは、津波にさらわれたエリアの運営委員さん。「連絡が取
れなくて心配してたのよ」

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま

い
わ
て
生
協

み
や
ぎ
生
協

 東日本大震災・復興レポート

圏
内
に
生
協
職
員
を
入
れ
る
の
か
」

　

喧け
ん
け
ん
ご
う
ご
う

喧
囂
囂
の
議
論
は
、
や
が
て
「
や
ろ
う
」

へ
と
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
。
開
催
日
は
１
週
間
後

の
４
月
２
日
（
土
）
と
決
ま
っ
た
。
対
策
本
部

の
壁
に
は
「
被
災
者
の
目
と
な
り
、
耳
と
な

り
、
口
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

賀
川
豊
彦
の
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
関
東

大
震
災
時
に
、
い
ち
早
く
被
災
地
に
赴
い
た
生

協
の
父
と
同
じ
使
命
感
が
、
専
務
理
事
の
野の

中な
か

俊し
ゅ
ん
き
ち吉
さ
ん
以
下
、
メ
ン
バ
ー
の
決
断
を
支
え
て
い

た
。

　

同
日
、
要
請
を
受
け
た
日
本
生
協
連
商
品

本
部
、
生
鮮
・
運
営
本
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
即

刻
商
品
の
手
配
に
動
い
た
。
求
め
ら
れ
た
物
資

の
商
品
を
詰
め
込
む
家
族
連
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
こ
の
即
売
会
を

知
っ
た
と
い
う
孫
に
伴
わ
れ
た
高
齢

者
、「
こ
の
子
た
ち
に
卵
が
食
べ
さ

せ
ら
れ
る
」
と
ほ
ほ
え
む
母
親
、

そ
れ
ぞ
れ
の
買
い
物
か
ら
、
懸
命

な
暮
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

午
後
３
時
の
閉
店
ま
で
の
客
数
は
６
４
０
人
、

供
給
高
は
１
０
２
万
円
と
な
っ
た
。
南
相
馬
市

の
予
想
を
大
き
く
下
回
っ
た
客
数
。
直
前
数
日

で
ガ
ソ
リ
ン
事
情
が
改
善
し
、
そ
の
間
に
買
い
物

ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
た
住
民
も
多
か
っ
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
た
。
閉
店
後
、
売
れ
残
り
商
品
の
山
の

中
で
誰
か
が
つ
ぶ
や
い
た
。

 

「
こ
の
会
場
に
本
当
に
何
千
人
も
来
る
よ
う

じ
ゃ
、
被
災
者
の
く
ら
し
が
そ
れ
く
ら
い
大
変

だ
っ
て
こ
と
だ
か
ら
、
よ
か
っ
た
よ
ね
、
こ
れ
で

…
…
」

　

そ
の
言
葉
に
頷う
な
ずい

た
メ
ン
バ
ー
は
、
休
む
間
も

な
く
帰
り
便
の
積
み
込
み
に
動
き
始
め
て
い
た
。

コープふくしま　専務理事
野中俊吉さん

に
は
、
扱
い
慣
れ
た
コ
ー
プ
商
品
の
他
に
、
じ
ゃ

が
い
も
・
玉
ね
ぎ
･
に
ん
じ
ん
各
５
ト
ン
や
冷
凍

肉
３
０
０
㎏
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
生
鮮

品
の
手
配
は
、一
連
の
震
災
対
応
で
新
た
に
つ
な

が
り
を
得
た
業
者
に
依
頼
。
被
災
者
支
援
と

聞
き
、
日
曜
日
の
急
な
注
文
に
も
喜
ん
で
応
じ

て
く
れ
た
。

切
実
な
買
い
物
需
要
に
応
え
、

「
よ
か
っ
た
よ
ね
。
こ
れ
で
」

　
４
月
２
日
朝
７
時
半
、
即
売
会
の
要
員
は
配

送
車
に
分
乗
し
て
福
島
市
内
を
出
発
し
た
。
原

発
事
故
に
よ
る
立
ち
入
り
制
限
地
域
も
通
る

ル
ー
ト
、
行
き
交
う
車
も
ま
ば
ら
だ
。

　

会
場
は
休
業
中
の
「
道
の
駅
・
南
相
馬
」。

４
ト
ン
車
２
台
と
１
・
５
ト
ン
車
７
台
で
運
び
込

ん
だ
商
品
は
、
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
か
ら
生
理
用
品

ま
で
約
１
万
３
千
点
。
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
の
役

職
員
と
地
元
の
組
合
員
、
志
願
し
て
加
わ
っ
た


